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第
３
回
臨
時
会
を
平
成
　
年
７
月
　
日
に
開
催
し
、
議
案
第
　
号
か
ら
議
案
第
　
号

２２

２６

４９

５１

ま
で
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
３
回
定
例
会
を
９
月
　
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
開

１０

１７

催
し
ま
し
た
。
議
案
第
　
号
か
ら
議
案
第
　
号
ま
で
、
一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
改

５２

６９

正
・
請
願
報
告
・
請
願
・
意
見
書
を
含
め
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

平 成 ２ ２ 年

議
案
審
議

　
条
例
第
３
条
中
「
区
長
会
長
」
を
「
区
長
代
表
」
に

改
め
る
も
の
で
す
。

国
際
交
流
推
進
委
員
会
の

国
際
交
流
推
進
委
員
会
の
設設

置
に
関
す
る
条
例
の
改

置
に
関
す
る
条
例
の
改
正正

（
公
布
の
日
か
ら

（
公
布
の
日
か
ら
））

（
全
員
賛
成
）

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
上
峰
町
税
条
例
の
一
部

を
改
め
る
も
の
で
、
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
タ
バ
コ
が
値
上
げ
さ
れ
る

２２

１０

こ
と
に
伴
い
、
た
ば
こ
税
率
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

○
平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
個
人
住
民
税
の
扶
養
控
除

２３

の
見
直
し
に
伴
う
改
正
で
す
。

毅
０
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
子
ど
も
扶
養
控
除
（
　
万

１５

３３

円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

毅
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
特
定
扶
養
上
乗
せ
分
（
　

１６

１９

１２

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
　
年
１
月
１
日
か
ら
非
課
税
口
座
内
の
少
額
上

２５

場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
対
す
る
個
人
住
民
税

の
非
課
税
措
置
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

税
条
例
の
改

税
条
例
の
改
正正

（
平
（
平
成成
　
年年
　
月
１
日
か
ら

月
１
日
か
ら
））

２２２２

１０１０

（
全
員
賛
成
）

住
所
　
上
峰
町
大
字
前
牟
田

１
９
５
９
番
地
１

氏
名
　
西
原
　
淳
二

生
年
月
日
　

昭
和
　
年
７
月
　
日
生

３５

１２

（
賛
成
４
・
反
対
４
）

監
査
委
員
の
選

監
査
委
員
の
選
任任

（
全
員
賛
成
）

　
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
に
基
づ
く
税
の
優
遇
措
置
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

上
峰
町
企
業
誘
致
条
例
中
「
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
適

用
に
係
る
事
項
」
を
削
除
す
る
こ
と
と
、
町
独
自
で
設
け
て
い
る
工
場
等
の
立
地
に
対

す
る
奨
励
措
置
に
係
る
内
容
の
一
部
を
改
め
る
も
の
で
す
。

企企

業

誘

致

条

例

の

改

業

誘

致

条

例

の

改

正正
（
公
布
の
日
か
ら

（
公
布
の
日
か
ら
））

　
地
方
公
務
員
法
で
「
職
員
の
給
与
は
、
法
律
又
は
条
例
に
よ
り
特
に
認
め
ら
れ
た
場

合
を
除
き
、
通
貨
で
直
接
職
員
に
そ
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
条
例
に
定
め
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
条
例
中
に
給
与
天

引
き
の
規
定
を
設
け
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正正（

公
布
の
日
か
ら

（
公
布
の
日
か
ら
））

（
全
員
賛
成
）

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
前
牟
田
村
内
下
分
と
い
う
所
有
者
名
と
な
っ
て
い
た
土
地

（
大
字
前
牟
田
１
２
８
１
番
地
　
２
８
７
㎡
）
を
下
米
多
地
区
に
無
償
で
譲
渡
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

財財

産

の

無

償

譲

渡

に

つ

い

産

の

無

償

譲

渡

に

つ

い

てて



第 １５５ 号上 峰 町 議 会 だ よ り平成２２年１０月２８日発行（　）３

　
朝
夕
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
、

厳
し
か
っ
た
こ
の
夏
の
猛
暑
も

よ
う
や
く
終
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　
夏
の
暑
さ
で
弱
っ
た
体
力
を

回
復
す
る
た
め
に
も
、
秋
の
味

覚
や
、
美
味
し
い
上
峰
産
物
を

味
わ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　
社
会
面
で
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
、
高
齢
者
の
所
在
不
明
が

相
次
い
で
い
る
問
題
で
、
県
内

で
も
戸
籍
上
、
生
存
扱
い
に

な
っ
て
い
る
　
歳
以
上
の
所
在

１２０

不
明
者
が
　
名
程
に
上
る
と
の

５００

新
聞
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

紙
面
で
の
県
下
一
覧
表
を
見
る

と
、
上
峰
町
が
唯
一
「
調
査
で

き
ず
」
と
の
何
と
も
お
粗
末
な

記
事
が
載
っ
て
い
た
。

　
調
査
で
き
な
い
理
由
と
し
て

戸
籍
電
算
化
が
県
下
で
唯
一
で

き
て
な
い
事
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

行
政
管
理
の
み
な
ら
ず
、
戸
籍

管
理
に
つ
い
て
も
そ
の
 脆
 
ぜ
い

 弱
 
じ
ゃ
く

性
を
内
外
に
露
呈
し
た
も
の
で
、

戸
籍
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の

財
政
計
画
な
ど
新
た
な
提
言
と

な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
平
成
　
年
第
３
回
上

２２

峰
町
議
会
定
例
会
は
９
月
　
日
１０

か
ら
　
日
の
８
日
間
の
日
程
で

１７

　
議
案
を
以
っ
て
開
会
い
た
し

１８ま
し
た
。
平
成
　
年
度
の
決
算

２１

認
定
の
審
議
は
、
後
日
の
特
別

委
員
会
で
の
一
括
審
議
と
し
、

他
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
の

結
果
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
の
町
民
生
活

に
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
議
案

に
つ
い
て
は
優
先
的
に
可
決
致

し
ま
し
た
。
一
方
、
１
億
　
万
８００

円
を
追
加
補
正
す
る
一
般
会
計

予
算
案
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

現
状
を
踏
ま
え
る
と
安
易
な
歳

出
は
出
来
な
い
と
唱
え
て
は
い

る
も
の
の
、
短
期
的
な
財
政
計

画
を
も
示
せ
ず
、
目
先
の
懐
具

合
に
よ
る
、
場
あ
た
り
的
な
予

算
編
成
を
反
復
し
、
就
任
以
来

か
ら
の
経
験
不
足
を
今
回
も
露

呈
し
、
予
算
財
源
の
計
画
性
に

対
す
る
各
議
員
の
質
問
へ
の
説

明
対
応
材
料
も
な
い
無
策
状
態

か
ら
し
て
、
こ
れ
を
否
決
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
後
日
、
当
該

指
摘
部
分
を
町
の
将
来
へ
の
積

立
金
に
移
し
た
修
正
案
の
提
出

に
よ
り
、
こ
れ
を
可
決
致
し
ま

し
た
。

　
先
般
よ
り
問
題
に
な
り
ま
し

た
、
佐
賀
東
部
緩
衝
緑
地
等
維

持
管
理
協
議
会
の
入
札
問
題
、

営
業
所
申
請
住
所
地
に
所
在
し

な
い
県
外
造
園
業
者
へ
の
発
注

問
題
な
ど
の
調
査
は
調
査
報
告

に
よ
り
、
今
後
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
百
条
委
員
会
を

設
置
・
調
査
し
て
い
る
職
員
採

用
試
験
作
文
差
し
替
え
問
題
は

行
政
事
務
に
つ
い
て
不
手
ぎ
わ

が
あ
り
、
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
地
方
自
治
法
第

百
条
に
基
づ
き
議
決
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ

ら
の
事
案
に
基
づ
く
調
査
費
用

に
つ
い
て
も
３
月
議
会
に
て
可

決
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
活

動
は
血
税
を
費
や
し
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
日
々
研
鑽
す
る

議
会
の
あ
り
方
の
ひ
と
つ
と
し

て
百
条
委
員
会
を
設
け
、
事
実

の
解
明
に
向
け
て
継
続
調
査
中

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
に
つ

い
て
は
皆
様
に
ご
報
告
を
し
経

緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
は
、基
本
原
則
で
あ
る「
町

民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会

運
営
」
の
実
現
の
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
の
研
修
な
ど
で
得
た
も

の
を
十
分
活
用
し
、
議
会
改
革

の
一
環
と
し
て
条
例
制
定
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
実
り
の
秋
を
迎
え
、
町
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
町
民
体

力
つ
く
り
体
育
大
会
を
は
じ
め

と
し
て
、
秋
の
行
事
が
め
じ
ろ

押
し
と
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆

様
も
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
住
む
人
の
笑
顔
が
見
ら

れ
る
上
峰
町
を
築
い
て
い
け
る

議
会
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議

長

の

出

番

議長 吉富　　隆

議
案
審
議

住
所
　
上
峰
町
大
字
坊
所

２
４
９
４
番
地
１

氏
名
　
北
島
ト
キ
子

生
年
月
日
　
昭
和
　
年
６
月
　
日
生

１９

１８

（
全
員
賛
成
）

教
育
委
員
再
任
さ
れ

教
育
委
員
再
任
さ
れ
るる

　
第
４
回
臨
時
会
を
平
成
　
年
９
月
　
日
に
開
催
し
、

２２

２７

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
の
否
決
議
案
を
修
正
の
う
え
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
　
号
）
が
可
決
さ
れ
た
。

７０

 臨
  時
  会
 

（
全
員
賛
成
）

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
お
よ
び
各
種
特
別

２１

会
計
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委

員
会
を
も
っ
て
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
長
　
　
岡
　
　
光
廣

副
委
員
長
　
井
上
　
正
宣

（
全
員
賛
成
）

決
算
特
別
委
員
会
設

決
算
特
別
委
員
会
設
置置
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大雨時の前牟田地区学習等施設前

振
興
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
矢
動
丸
 
文

 件
名
 　
請
願
第
２
号
　
井
手
口
地
区
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て

 審
査
結
果
 　
不
採
択

　

主主
  なな
  意意
  見見
　

　
現
地
を
駐
車
場
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
す
る
た
め
に
は
、

約
　
万
円
の
費
用
が
か
か
る
。
現
在
の
町
の
厳
し
い
財
政
事
情
か
ら

９００
す
る
と
困
難
で
あ
る
。

議
案
審
議

請
願
審
査
報
告

　

主主
  なな
  意意
  見見
　

　
前
牟
田
地
区
学
習
等
施
設
お

よ
び
そ
の
周
辺
で
地
区
住
民
の

要
望
や
、
問
題
に
な
っ
て
い
る

個
所
を
取
り
上
げ
、
前
牟
田
区

長
会
合
議
の
上
、
改
善
の
お
願

い
「
要
望
書
」
を
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
情
勢

厳
し
い
お
り
と
は
存
じ
ま
す
が
、

危
険
性
、
重
大
性
、
不
便
性
な

ど
十
分
に
検
討
し
た
結
果
の

「
要
望
書
」
で
す
。
よ
ろ
し
く

ご
審
議
ご
決
済
賜
り
ま
す
よ
う

請
願
申
し
上
げ
ま
す
。

１
、
前
牟
田
地
区
学
習
等
施
設

前
道
路
カ
サ
上
げ

２
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

テ
レ
ビ
の
購
入

３
、
会
議
室
内
の
時
計
設
置

４
、
ガ
ス
倉
庫
照
明
外
灯
設
置

５
、
駐
車
場
立
て
札
設
置

　
以
上
の
と
お
り
、
地
方
自
治

法
　
条
の
規
定
に
よ
り
請
願
書

１２４
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

請
願
者

上
米
多
区
長
　
福
島
　
　
薫

下
米
多
区
長
　
坂
井
　
保
夫

寺
家
一
区
長
　
松
田
　
邦
義

寺
家
二
区
長
　
松
田
　
幹
雄

井
柳
区
長
　
大
隈
　
隆
義

坊
所
新
村
区
長
　
平
井
　
忠
義

東
前
牟
田
区
長
　
日
高
　
和
明

西
前
牟
田
区
長
　
石
丸
　
富
之

 要
望
事
項
 

一
坩
医
療
　
福
祉
分
野
の
人
材

確
保
を
は
じ
め
と
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対
策

の
充
実
、
農
林
水
産
業
の

再
興
、
環
境
対
策
、
教
育

施
策
な
ど
、
今
後
増
大
す

る
財
政
需
要
を
的
確
に
取
り

入
れ
、
平
成
　
年
度
地
方
交

２３

付
税
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

二
坩
地
方
財
源
の
充
実
・
強
化

を
は
か
る
た
め
、
国
・
地

方
の
税
収
配
分
が
５
対
５

と
な
る
よ
う
な
財
源
移
譲

と
格
差
是
正
の
た
め
の
地

方
交
付
税
の
確
保
・
地
方

消
費
税
の
充
実
、
国
の
直

轄
事
業
負
担
金
の
さ
ら
な

る
見
直
し
な
ど
、
抜
本
的

な
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

三
坩
平
成
　
年
度
予
算
に
お
い

２２

て
創
設
さ
れ
た
「
地
域
活

性
化
・
雇
用
等
臨
時
特
例

費
」
な
ど
に
相
当
す
る
額

を
恒
久
的
に
地
方
財
政
計

画
・
地
方
交
付
税
措
置
に

取
り
入
れ
、
自
治
体
が
安
心

し
て
雇
用
対
策
に
取
り
組
め

る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

四
坩
景
気
対
策
を
通
じ
て
拡
大

す
る
公
共
事
業
に
対
し
て
、

地
方
負
担
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 意
見
書
提
出
先
 

内
閣
総
理
大
臣
　菅

　
　
直
人
様

内
閣
官
房
長
官
　仙

石
　
由
人
様

総
務
大
臣
　
　
原
口
　
一
博
様

財
務
大
臣
　
　
野
田
　
佳
彦
様

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
経
済
財
政
政
策
担
当
）

荒
井
　
　
聰
様

経
済
産
業
大
臣　

直
嶋
　
正
行
様

意　

見　

書

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書書

（
全
員
賛
成
）

紹
介
議
員
　
井
上
　
正
宣

　
〃
　
　
中
山
　
五
雄

〃
　
　
松
田
　
俊
和

 件
名
 　
前
牟
田
地
区
学
習
等
施
設
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
改
善
に

つ
い
て 請　

　

願

振
興
常
任
委
員
会
付

振
興
常
任
委
員
会
付
託託

（
全
員
賛
成
）

提
出
者上

峰
町
議
会
議
員
　
　
井
　
上
　
正
　
宣
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※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

合　計
34億7,119万

4千円

地方交付税
8億5,723万円

24.7%国庫支出金
2億6,944万円 7.8%

その他
4億2,045万4千円 12.1%

町債
4億6,487万円

13.3%

町　税
12億806万7千円

34.8%

県支出金
1億9,396万6千円

5.6%

繰入金
6,016万7千円

1.7%

入るお金

使うお金

合　計
34億7,119万

4千円

民生費
8億1,169万6千円

23.4%

衛生費
5億965万6千円

14.7%

公債費
5億541万2千円

14.6%

教育費
3億31,69万1千円

9.6%

商工費
2億6,232万6千円

7.6%

農林水産業費
3億4,405万5千円 9.9%

総務費
4億4,012万3千円

12.7%

その他
2億151万6千円 5.6%

土木費
6,471万9千円

1.9%

１億８４５万２千円増額して

総額３４億７，１１９万４千円となる
補正予算の主なものは…

 一　般　会　計  本会期までの累計 

補 正 予 算平成２２年度

 特　別　会　計 
土 地 取 得 特 別 会 計国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
１５２万４千円を増額し、１５３万８千円となる９,８７０万８千円を増額し、９億８,１２３万９千円となる
工 業 用 地 取 得 造 成 分 譲 特 別 会 計老 人 保 健 特 別 会 計
１千円を増額し、２億７，１９２万４千円となる３９７万３千円を増額し、４４０万４千円となる
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
３６８万８千円を増額し、５億２，２４９万１千円となる１４万５千円を減額し、８,０６３万７千円となる

歳　入
◎地方交付税
　普通交付税………………………７,９２６万３千円
◎国庫支出金
　福祉施設スプリンクラー整備補助

……………５１０万３千円
◎繰越金
　前年度繰越金……………………３,５０１万７千円
◎諸収入
　前年度介護保険負担金精算金

……………７２５万２千円
◎町債
　臨時財政対策債…………………１,３４５万４千円

予

算

歳　出
◎地区集会施設補助金…………………１００万円

◎財務会計サーバー更新費用
…………………２９９万３千円

◎情報系システムパソコン更新費用
………………２７０万円

◎財政調整基金積立金……………７,５２８万７千円

◎減債基金積立金………………………８００万円

◎福祉施設スプリンクラー整備補助
……………５１０万３千円

◎中学校グラウンド防球ネット設置
……………４１７万７千円
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討
論
採
決

平成22年平成22年 議案賛否表第３、４回臨時会・第３回定例会第３、４回臨時会・第３回定例会第３、４回臨時会・第３回定例会

８７６５４３２１採
 決
 結
 果

議
 案
 番
 号

岡
　
　
光
廣

伊
東
　
盛
雄

井
上
　
正
宣

矢
動
丸
 
文

中
山
　
五
雄

漆
原
　
悦
子

原
槙
　
和
彦

松
田
　
俊
和件　　　　　名

○○○○○○○○可決上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例４９
第
３
回
臨
時
会

○○○○○○○○可決財産の無償譲渡について５０

×○○×○××○同意上峰町監査委員の選任について５１

○○○○○○○○可決上峰町国際交流推進委員会の設置に関する条例の一部を改正する条例５２

第
３
回
定
例
会

○○○○○○○○可決上峰町税条例の一部を改正する条例５３

○○○○○○○○可決上峰町企業誘致条例の一部を改正する条例５４

○○○○○○○○同意上峰町教育委員会委員の選任同意について６２

×○××○×××否決平成２２年度上峰町一般会計補正予算（第２号）６３

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）６４

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町老人保健特別会計補正予算（第１号）６５

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）６６

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第１号）６７

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町工業用地取得造成分譲特別会計補正予算（第１号）６８

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第２号）６９

○○○○○○○○可決地方財政の充実・強化を求める意見書－

○×○○○○○○可決井手口地区駐車場整備について（不採択）－

○○○○○○○○可決平成２２年度上峰町一般会計補正予算（第２号）７０

第
４
回
臨
時
会

○は賛成　×は反対
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一
般
質
問

議
員

　
今
後
住
民
の
皆
さ
ん
に
行
政

報
告
や
意
見
交
換
会
等
を
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。

武
廣
町
長

　
今
現
在
、
私
の
認
識
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
が
不

十
分
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

い
ま
す
。
直
接
の
対
話
に
よ
っ

て
、
何
が
地
域
に
お
い
て
問
題

か
、
ど
う
い
っ
た
課
題
が
あ
る

の
か
今
後
検
討
を
深
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
現
在
の

財
政
状
況
や
緑
地
協
議
会
の
特

別
委
員
会
の
件
や
百
条
委
員
会

の
件
な
ど
を
開
き
た
い
と
言
わ

れ
る
方
々
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

明
確
に
説
明
を
し
、
意
見
を
聞

き
な
が
ら
前
に
進
む
べ
き
と
思

う
が
。

武
廣
町
長

　
定
期
的
な
意
見
交
換
会
や
町

政
報
告
意
見
の
聴
取
、
そ
し
て

対
話
を
踏
ま
え
て
、
今
後
そ
う

し
た
方
向
性
で
検
討
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

議
員

　
町
の
今
の
起
債
は
債
務
負
担

行
為
ま
で
入
れ
て
　
億
６
千
　

１０８

７９１

万
円
あ
り
ま
す
が
こ
れ
を
ど
の

様
な
形
で
返
済
を
し
改
革
し
て

い
く
の
か
そ
れ
と
財
政
健
全
化

と
い
う
事
で
税
の
滞
納
に
つ
い

て
行
政
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

北
島
企
画
課
長

　
現
在
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
の
は
、
生
活
基
盤
・
居
住
環

境
・
教
育
施
設
・
上
下
水
道
・

道
路
な
ど
の
整
備
事
業
を

積
極
的
に
短
期
間
に
取
り

組
ん
で
来
た
か
ら
だ
と
考

え
ま
す
。
今
後
は
安
定
し

た
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
確
保

し
、
公
共
事
業
の
抑
制
事

務
事
業
の
点
検
職
員
の
効

率
的
な
配
置
な
ど
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

白
濱
税
務
課
長

　
納
税
相
談
な
り
、
ま
た

納
税
誓
約
差
し
押
え
な
ど

な
ど
も
含
め
て
担
保
を
取

り
な
が
ら
毅
然
と
し
て
今

後
は
対
処
し
た
い
と
思
っ

て
ま
す
。 

議
員

　
去
年
の
９
月
か
ら
質
問
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
全
然
前
に
進

ん
で
い
な
い
街
灯
の
件
、
同
意

書
の
件
の
調
査
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
安
全
安
心
の
町
づ
く

り
か
ら
も
行
政
と
し
て
直
接
言

う
べ
き
と
思
う
が
。

武
廣
町
長

　
地
元
か
ら
も
街
灯
の
要
望
は

あ
り
ま
す
の
で
ど
こ
に
設
置
す

る
か
判
断
を
協
議
し
て
お
り
、

ま
た
大
変
時
間
が
か
か
っ
て
手

ぬ
る
い
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
今
後
調
査
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

一一　般　質　問一一　般　質　問

そ 聞き聞きそこが聞きたい

住民との対話について

行政報告会や意見交換会を検討答

中山　五雄 議員

単位：円滞納繰越額の年度ごとに関する調べ
年度計
本　税国保税軽自動車

税固定資産税
町民税町民税税別

年度 法　人個　人
２６,１７８,５３６１０,４１７,６８９６１,６００１２,５９７,８３００３,１０１,４１７１６年度以前
１４,３２９,６４４４,６１４,７００２７１,５００８,０１９,５００１４２,５００１,２８１,４４４１７年度
１７,５４３,６４４６,５２８,２００３５６,９００７,６８９,４４７１４７,５００２,８２１,５９７１８年度
２２,４９２,２５５８,８７４,３００３９１,８００９,０２４,０００５４２,１００３,６６０,０５５１９年度
２３,２３９,４２０７,７５１,２００３７７,２００１０,９２２,２００４７８,８００３,７１０,０２０２０年度
３９,５５７,０２４１２,２８１,６００７３０,５００２０,０９８,７６０３７１,２００６,０７４,９６４２１年度
１４３,３４０,５２３５０,４６７,６８９２,１８９,５００６８,３５１,７３７１,６８２,１００２０,６４９,４９７合計

答

場外舟券発売場について

今後検討を進める

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進

財
政
改
革
に
つ
い
て

答
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全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

上
峰
小
中
学
校
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
全
般
的
に

全
国
並
び
に
県
に
比
べ
て
や
や
劣
っ
て
い
る

一
般
質
問

議
員
　
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
受
け

て
、
指
導
改
善
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

吉
田
教
育
長

　
実
際
に
改
善
の
段
階
で
は
学

校
全
体
で
委
員
会
を
作
り
ま
し

て
、
例
え
ば
、
小
学
校
で
す
と

学
年
別
の
委
員
会
、
中
学
校
で

す
と
教
科
別
の
委
員
会
、
そ
れ

ら
を
つ
く
っ
て
研
究
し
、
対
処

策
を
既
に
練
っ
て
お
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
う
い
っ
た
問
題
点
の

中
で
、
一
番
や
っ
ぱ
り
出
て
き

た
こ
と
は
、
子
ど
も
達
の
生
活

習
慣
か
ら
く
る
学
力
不
足
に
つ

な
が
る
問
題
点
、
例
え
ば
朝
食

を
と
っ
て
く
る
と
か
、
あ
る
い

は
体
力
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

か
な
ど
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

学
校
側
は
生
徒
に
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
結
果

的
に
は
家
庭
学
習

を
ど
う
や
ら
せ
る

か
、
そ
の
こ
と
が

問
題
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
を
持
っ
て

い
る
自
学
ノ
ー
ト

だ
か
自
習
ノ
ー
ト

そ
れ
ら
を
家
庭
に

持
ち
帰
っ
て
、
家

庭
、
父
兄
、
保
護

者
と
ど
う
話
し
合

い
対
応
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
向
上
さ
せ

て
い
く
か
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
改
善

を
し
て
い
く
こ
と

に
今
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

議
員
　
今
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、

教
育
長
の
ご
意
見
で
は
家
庭
学

習
は
大
事
だ
と
、
そ
れ
も
当
然

で
す
が
、
し
か
し
、
学
校
に
も

う
少
し
工
夫
は
な
い
の
か
と
、

私
は
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

隣
町
の
三
田
川
の
小
中
学
校
で

は
公
開
授
業
の
研
究
会
の
実
施
、

教
科
の
壁
を
取
り
払
う
よ
う
な

研
究
会
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
の
資
質
の
責

任
に
す
る
教
育
で
は
全
然
学
力

向
上
は
し
ま
せ
ん
。

 

議
員
　
戸
籍
管
理
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
し
て
い
な
い
た
め
確
認

は
難
し
い
と
い
う
の
が
課
長
の

答
弁
で
す
が
、　
歳
と
い
う
の

１２０

は
、
ま
ず
基
本
的
に
、
戸
籍
謄

本
の
生
年
月
日
は
西
暦
で
す
か

元
号
で
す
か
。

福
島
住
民
課
長

　
大
変
返
事
が
遅
く
な
っ
て
申

し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
元
号

で
書
い
て
あ
り
ま
す
。

議
員
　
西
暦
で
い
え
ば
１
８
９
０
年

生
ま
れ
が
　
歳
と
思
い
ま
す
。

１２０

そ
れ
は
明
治
何
年
で
し
ょ
う
。

福
島
住
民
課
長

　
記
憶
で
は
明
治
　
年
と
い
う

２３

ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
生
年
月
日
は
元
号
で
、
そ
れ

と
　
歳
が
明
治
　
年
生
ま
れ
と

１２０

２３

す
ぐ
回
答
が
で
き
な
い
こ
と
は
、

調
査
で
き
な
い
じ
ゃ
な
く
て
調

査
を
全
然
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

福
島
住
民
課
長

　
確
か
に
私
の
勉
強
不
足
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
戸
籍
の
電
算

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
々
に

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

注
　
戸
籍
の
電
算
化
し
て
い
な
い
市
町
は

佐
賀
県
で
上
峰
町
だ
け
で
す
。

伊東　盛雄 議員

答

　超高齢者の対応について調査は

戸籍上の調査は困難

戸籍簿
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一
般
質
問

議
員

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
税

金
・
使
用
料
な
ど
滞
納
が
増
え

続
け
て
い
る
が
、
徴
収
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

白
濱
税
務
課
長

　
平
成
　
年
度
決
算
で
の
徴
収

２１

状
況
は
、
町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
の
総
額
で
、

　
億
５
千
　
万
７
千
　
円
で
徴

１２

１４３

６０６

収
率
　
・
８
％
で
す
。
３
月
末

９７

に
、
国
民
健
康
保
険
税
と
合
わ

せ
て
２
千
　
万
　
円
を
不
能
欠

７８９

１０７

損
と
し
て
処
理
い
た
し
ま
し
た
。

未
納
額
は
、
町
税
と
国
民
健
康

保
険
税
を
合
わ
せ
る
と
、
１
億

４
千
　
万
　
円
に
な
り
ま
す
。

３３４

５２３

今
後
は
、
滞
納
整
理
機
構
と
連

携
を
密
に
し
て
、
差
押
え
を
実

施
し
徴
収
に
努
め
ま
す
。

議
員

　
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
ま

１１

２１

で
に
、
不
能
欠
損
１
億
９
千
　８８４

万
３
千
円
、
収
入
未
済
額
１
億

４
千
　
万
円
あ
り
ま
す
。
こ
の

８５９

数
字
に
ど
う
対
処
さ
れ
ま
す
か
。

白
濱
税
務
課
長

　
不
能
欠
損
に
な
ら
な
い
よ
う
、

今
後
全
力
で
努
力
し
ま
す
。

議
員

　
滞
納
の
現
状
と
処
理
に
つ
い

て
公
表
は
で
き
な
い
か
。

白
濱
税
務
課
長

　
昨
年
、
町
の
広
報
誌
に
差
押

え
の
状
況
、
内
容
、
件
数
な
ど

を
２
～
３
回
掲
載
し
ま
し
た
。

今
後
も
広
報
誌
　
、　
月
号
に

１０

１１

掲
載
す
る
予
定
で
す
。
税
の
個

人
情
報
の
保
護
な
ど
の
観
点
か

ら
、
氏
名
、
金
額
な
ど
の
公
表

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
税
の
公
平

性
と
納
税
意
識
の
高
揚
と
徴
収

率
の
向
上
の
た
め
に
も
、
町
民

の
皆
様
に
積
極
的
に
お
知
ら
せ

し
た
い
。

議
員

　
氏
名
、
金
額
な
ど
は
個
人
情

報
の
保
護
で
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
す
が
、
悪
質
な
滞
納
者
の

氏
名
の
公
表
な
ど
は
で
き
ま
す
。

町
の
条
例
で
「
滞
納
に
対
す
る

特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
」
を

定
め
、
氏
名
な
ど
の
公
表
を

行
っ
て
い
る
町
が
あ
り
ま
す
。

調
査
し
て
で
も
取
組
ま
れ
ま
す

か
。

武
廣
町
長

　
滞
納
対
策
を
強
化
す
る
こ
と

は
必
要
な
の
で
、
そ
う
し
た
事

例
を
内
部
で
調
査
し
、
ま
た
、

法
律
的
な
観
点
か
ら
も
調
査
を

重
ね
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
対

応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
平
成
　
年
度
に
機
構
改
革
を

２３

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
徴
収

業
務
を
専
門
に
当
た
る
「
滞
納

対
策
室
の
設
置
」
を
。
専
門
的

な
知
識
が
必
要
な
ら
、
国
税
局

な
ど
の
Ｏ
Ｂ
を
雇
っ
て
で
も
滞

納
処
理
を
行
う
組
織
。
ま
た
、

少
な
く
と
も
税
務
課
内
に
徴
収

を
専
門
と
す
る
係
を
置
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

武
廣
町
長

　
来
年
度
の
機
構
改
革
で
、
限

り
あ
る
人
数
の
中
で
職
員
を
配

置
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

悪質な滞納者は氏名の公表を

事例を調査、検討し対応する答

原槙　和彦 議員

議
員

　
町
道
に
つ
い
て
も
多
く
の
と

こ
ろ
で
舗
装
の
い
た
み
な
ど
見

受
け
ま
す
。
補
修
、
改
良
な
ど

の
計
画
は
。

江
崎
建
設
課
長

　
現
在
、
町
道
の
改
良
、
補
修

に
つ
い
て
は
　
地
区
　
か
所
の

１２

２３

要
望
が
あ
り
ま
す
。
１
番
多
い

の
が
道
路
側
溝
の
整
備
で
、
今

年
度
　
か
所
の
側
溝
改
修
工
事

１１

を
発
注
し
ま
し
た
。
舗
装
の
補

修
、
危
険
箇
所
の
防
護
さ
く
設

置
な
ど
幅
広
い
事
業
が
地
区
か

ら
の
要
望
と
し
て
あ
り
ま
す
。

今
後
は
総
合
的
に
見
つ
め
直
し
、

計
画
書
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

◇
ほ
か
に

・
場
外
船
券
発
売
所
に
つ
い
て

答 町
内
道
路
整
備
は

総
合
的
に
見
直
し
を
は
か
り

計
画
書
を
作
る

税務課
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一
般
質
問

議
員
　
厚
生
労
働
省
か
ら
、
対
面
調

査
を
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
各
課

対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
福
祉
課
長

　
安
否
確
認
と
し
て
は
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
（
社
会
福
祉
協

議
会
委
託
）、緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム（
民
間
警
備
会
社
委
託
）、訪

問
声
か
け
活
動（
民
生
委
員
会
）

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
要
援
護
者
対
策
と
し

て
、
今
年
度
は
登
録
者
名
簿
を

整
備
し
て
い
ま
す
。（
８
月
末

現
在
登
録
　
件
）

１４９

池
田
総
務
課
長

　
要
援
護
者
支
援
は
総
務
課
を

主
管
と
し
、
区
長
会
・
民
生
委

員
会
の
皆
様
に
も
協
力
い
た
だ

き
、
福
祉
課
と
連
携
し
行
っ
て

い
ま
す
。

川
原
健
康
増
進
課
長

　
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
情

報
を
パ
ソ
コ
ン
で
保
有
し
て
い

ま
す
の
で
、
住
民
基
本
台
帳
の

有
用
な
情
報
手
段
と
考
え
て
い

ま
す
。
町
で
は
　
歳
の
４
名
の

１００

方
は
安
否
確
認
済
で
す
。　
歳
９５

以
上
の
方
は
　
名
（
内
　
名
在

２６

１８

宅
）
で
、
１
年
以
上
病
歴
が
な

か
っ
た
２
名
の
方
に
つ
い
て
、

８
月
中
に
調
査
・
所
在
確
認
を

し
ま
し
た
。
後
期
高
齢
者
の
保

険
証
が
８
月
１
日
更
新
と
な
り
、

滞
り
な
く
交
付
し
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
戸
籍
の
電
算
化
予
定
お
よ
び

高
齢
者
消
除
と
の
整
合
性
は
。

福
島
住
民
課
長

　
平
成
　
年
７
月
に
電
算
シ
ス

２３

テ
ム
の
業
者
選
定
、
そ
の
後
、

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
か
ら
高
齢

者
リ
ス
ト
の
検
討
お
よ
び
調
査

計
画
案
を
つ
く
り
、
法
務
局
と

の
協
議
を
行
い
ま
す
。
平
成
　２４

年
９
月
に
は
電
算
シ
ス
テ
ム
の

業
務
開
始
を
す
る
予
定
で
す
。 

議
員
　
全
国
学
力
テ
ス
ト
（
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
）
は
本
年
４

月
に
実
施
さ
れ
、
７
月
　
日
に

３０

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
、実
施
後
の
改
善
す
べ
き
点・

課
題
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、町
と
し
て
今
後
の
対
策・

取
組
み
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

の
か
。

吉
田
教
育
長

　
今
回
の
学
力
テ
ス
ト
は
、
県

全
体
と
し
て
も
非
常
に
反
省
し

て
い
ま
す
。

　
町
の
取
組
み
と
し
て
は
、
学

習
・
生
活
習
慣
を
子
ど
も
た
ち

に
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　「
自
学
ノ
ー
ト
や
宿
題
の
あ

り
方
な
ど
、
家
庭
学
習
の
中
で

生
活
習
慣
の
中
に
学
習
・
勉
強

す
る
時
間
を
設
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
学
校
は
要
望
し
て
い

ま
す
の
で
、
保
護
者
に
も
理
解

し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
師
自
身
の
能
力
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
一
番
大
事

で
は
な
い
か
と
、
月
１
回
の
研

究
発
表
会
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
を
学
校

で
練
り
、
教
師
間
で
話
し
合
い

実
践
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
の
安
否
確
認
な
ど
は

答

報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
件
は
あ
り
ま
せ
ん

漆原　悦子 議員

緊急通報システム（２４時間対応）

研究授業

答

学　校　教　育

学習・生活習慣を身につけさせる
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一
般
質
問

江
崎
建
設
課
長

　
当
該
申
請
者
に
係
る
信
用
状

況
、
工
事
施
工
成
績
、
営
業
状

況
な
ど
は
県
建
設
業
者
施
工
能

力
等
級
表
に
準
じ
て
い
る
。

議
員

　
業
者
登
録
の
手
順
は
。

江
崎
建
設
課
長

　
重
視
チ
ェ
ッ
ク
は
、
建
設
業

の
許
可
証
明
書・庶
務
の
諸
表・

確
定
申
告
の
写
し
・
納
税
証
明

書
・
印
鑑
登
録
証
明
書
、
入
札

に
参
加
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
は
経

営
審
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

議
員

　
審
査
ミ
ス
防
止
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
は
。

江
崎
建
設
課
長

　
建
設
業
法
で
営
業
所
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
か
は
、
県
・

国
の
審
査
を
受
け
て
か
ら
書
類

が
く
る
た
め
、
書
類
審
査
の
み

実
施
。
町
内
の
営
業
所
は
、
申

請
が
で
た
時
点
で
現
地
の
確
認

を
す
る
。

議
員

　
指
名
審
議
委
員
は
共
通
認
識

を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
申
請
書
が
提
出
さ
れ
、
起

案
し
回
覧
さ
れ
町
長
の
決
裁
を

受
け
て
業
者
登
録
を
し
て
い
く

考
え
は
。

江
崎
建
設
課
長

　
申
請
書
受
け
付
け
し
た
分
は
、

町
長
と
協
議
し
な
が
ら
決
裁
し

て
い
き
ま
す
。

議
員

　
入
札
会
、
今
後
の
対
策
は
。

武
廣
町
長

　
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
提

出
の
際
は
、
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

る
意
味
で
決
裁
を
と
る
こ
と
は

大
切
。
今
後
、
内
部
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

江
崎
建
設
課
長

＊
審
査
委
員
会
の
組
織
は
「
副

町
長
・
総
務
・
企
画
・
建
設
・

産
業
商
工
課
長
」
を
委
員
と

し
て
構
成
。

＊
入
札
会
へ
の
参
加
は
課
長
・

副
課
長
・
担
当
係
長
。
業
務

依
頼
の
物
件
は
財
政
担
当
が

参
加
。
現
在
、
副
町
長
が
空

席
の
た
め
総
務
課
長
が
代
行
。

議
員

　
入
札
後
に
変
更
届
提
出
、
そ

の
理
由
は
。

武
廣
町
長

　
変
更
届
の
提
出
は
業
者
に
聞

く
し
か
な
い
。

議
員

　
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
業
者
を
一
般
入
札
に
参
加
さ

せ
て
い
ま
す
が
。

武
廣
町
長

　
平
成
　
年
７
月
　
日
以
降
は

２１

３１

指
名
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　
緑
地
維
持
管
理
事
業
・
町
一

般
入
札
に
虚
偽
の
申
請
の
ま
ま

入
札
に
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
が
。

武
廣
町
長

　
緑
地
維
持
管
理
の
件
は
、
調

査
の
結
果
を
待
た
ず
し
て
判
断

で
き
な
い
。
規
制
に
違
反
し
た
と

き
の
対
応
は
定
め
を
遵
守
す
る
。

議
員

　
入
札
問
題
が
発
覚
後
に
変
更

届
を
受
理
さ
れ
て
い
る
。
業
者

と
の
や
り
と
り
は
。

江
崎
建
設
課
長

　
入
札
参
加
資
格
申
請
後
に

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
違
い
、
営
業

所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
、

存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
。
調
査

の
結
果
を
委
員
会
と
し
て
、
平

成
　
年
７
月
　
日
町
長
へ
報
告
。

２１

３１

そ
の
後
、
営
業
所
の
変
更
届
け

が
平
成
　
年
　
月
　
日
に
提
出

２１

１０

１６

さ
れ
受
理
し
た
。

武
廣
町
長

　
虚
偽
そ
の
他
不
正
が
あ
っ
た

と
き
は
入
札
参
加
資
格
の
決
定

は
行
わ
ず
。
工
事
等
に
関
す
る

規
則
第
６
条
を
遵
守
す
る
。

※
緑
地
の
件
は
一
切
の
不
正
は
な
い
。

武
廣
町
長

　
申
請
書
の
提
出
時
に
チ
ェ
ッ

ク
す
る
意
味
で
決
裁
を
と
る
こ

と
は
大
切
と
考
え
る
。
内
部
協

議
を
し
て
検
討
す
る
。

武
廣
町
長

　
疑
惑
が
ど
の
部
分
を
指
さ
れ

て
い
る
の
か
。
事
実
確
認
を
し

て
い
た
だ
き
、
入
札
に
お
け
る

不
正
事
実
の
立
証
を
し
た
上
で

管
理
責
任
は
発
生
す
る
と
理
解

し
て
い
る
。

岡　　光広 議員

入札会の疑惑・改善策は

規制を遵守し、申請時に現地確認する答

 
指
名
審
議
委
員
会

の
現
状
は

 
入
札
資
格
審
査
時

の
取
り
組
み
は

 
入
札
参
加
資
格
審

査
に
、
違
反
し
た

と
き
の
対
応
は

 
入
札
参
加
資
格
等
、

改
善
・
規
制
の
変

更
、
整
備
状
況
は

 
入
札
疑
惑
に
対
す

る
管
理
責
任
は
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一
般
質
問

各
施
設
の
整
備
状
況
は

順
次
不
備
個
所
の
整
備
を
図
る

答答答答答答答答答答答答答答答答答答
議
員

　
町
内
体
育
施
設
照
明
器
具
８

か
所
の
整
備
お
よ
び
庁
舎
・
町

民
セ
ン
タ
ー
２
か
所
に
お
け
る

利
用
満
足
度
は
。

鶴
田
教
育
次
長

　
照
明
器
具
の
整
備
は
予
算
の

範
囲
内
で
順
次
施
行
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
体
育
セ
ン

タ
ー
照
明
に
お
い
て
は
器
具
の

昇
降
機
が
不
備
な
状
況
で
あ
り
、

当
初
予
算
に
許
す
限
り
上
げ
て

い
き
修
理
す
る
予
定
で
す
。

北
島
企
画
課
長

　
庁
舎
施
設
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
経
費
節
減
の
意
味
か
ら
、

予
算
を
削
減
し
て
お
り
、
町
民

の
た
め
の
庁
舎
と
し
て
の
機
能

を
よ
り
発
揮
す
る
よ
う
維
持
管

理
に
努
め
ま
す
。

議
員

　
各
施
設
で
の
電
球
・
球
切
れ

状
態
が
計
　
〜
　
個
も
あ
り
、

２４

２５

小
学
校
講
堂
は
全
電
球
の
　
％
２０

も
の
球
が
切
れ
て
お
り
、
勉
学

上
不
備
で
教
育
上
問
題
で
は
。

鶴
田
教
育
次
長

　
理
科
の
実
験
用
具
・
教
材
関

係
お
よ
び
楽
器
・
修
理
費
な
ど

の
費
用
も
必
要
で
あ
り
予
算
上

で
順
次
施
行
し
ま
す
。

議
員

　
庁
舎
お
よ
び
町
民
セ
ン
タ
ー

の
利
用
満
足
度
に
お
い
て
、
と

も
に
掲
揚
台
は
あ
り
ま
す
が
国

旗
は
揚
が
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た

庁
舎
の
一
部
で
障
子
紙
が
破
れ

た
ま
ま
で
長
年
放
置
さ
れ
て
い

る
点
を
、
内
外
の
清
掃
面
だ
け

重
視
で
な
く
、
満
足
面
を
増
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

北
島
企
画
課
長

　
国
旗
が
な
か
っ
た
関
係
で
実

行
で
き
ず
早
急
に
準
備
を
し
て

揚
げ
ま
す
。
ま
た
障
子
も
私
た

ち
で
張
り
替
え
ま
す
。

鶴
田
教
育
次
長

　
非
常
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
早
急
に
国
旗
は
揚
げ
ま
す
。

議
員

　
庁
舎
に
お
け
る
喫
煙
者
に
対

す
る
配
慮
は
。

北
島
企
画
課
長

　
健
康
増
進
法
第
　
条
に
受
動

２５

喫
煙
防
止
が
あ
り
、
庁
舎
内
の

場
所
設
定
と
な
る
と
、
多
額
の

費
用
が
か
か
り
、
設
置
し
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。 

議
員

　「
上
峰
町
改
革
会
議
」本
年
４

月
発
足
後
の
進
捗
具
合
は
。

武
廣
町
長

　
平
成
　
年
度
を
目
途
に
機
構

２３

改
革
案
お
よ
び
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
検
証
・
策
定
を
検
討
し
て

い
る
状
況
で
す
。

議
員

　
課
の
節
減
お
よ
び
連
携
を
図

る
推
進
部
の
新
設
の
考
え
は
。

武
廣
町
長

　
各
課
の
連
携
が
よ
り
深
ま
る

形
を
検
討
中
で
あ
り
、
今
後
協

議
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　
町
民
に
親
し
み
を
覚
え
る
斬

新
的
な
名
称
の
新
設
課
を
つ
く

る
考
え
は
。

武
廣
町
長

　
新
た
な
課
を
つ
く
る
と
い
う

発
想
を
持
っ
て
こ
れ
ま
で
検
討

し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

業
務
負
担
の
軽
減
の
趣
旨
で
新

た
な
課
・
町
民
の
皆
さ
ん
に
わ

か
り
や
す
い
課
と
い
う
も
の
を
、

名
称
を
変
更
す
る
ア
イ
デ
ア
が

あ
れ
ば
提
案
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

松田　俊和 議員

答

行財政改革の進捗状況は

平成23年度を目標に検討中
企画課

小学校体育館の照明
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三
養
基
郡
町
村
議
会
議
長
会

主
催
に
よ
る
郡
内
全
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
上
峰
町
議
会

議
員
全
員
が
出
席
し
た
。
講
師

の
佐
賀
新
聞
社
編
集
局
長
・
田

中
善
郎
氏
か
ら
「
参
院
選
と
報

道
の
視
点
」
と
い
う
演
題
に
基

づ
き
、
報
道
関
係
者
の
視
点
に

よ
る
国
勢
選
挙
な
ど
の
社
会
情

勢
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
研
修
会
終
了
後
は

郡
内
全
議
員
で
の
意
見
交
換
を

行
い
、
実
り
あ
る
研
修
会
と

な
っ
た
。

平
成
22
年
度
前
期
分
の

平
成
2
年
度
前
期
分
の

議
長
交
際
費

議
長
交
際
費

を
公
表
し
ま
す

平成２２年度前期 議長交際費
支出の内容支出金額支出日区　分

護国神社春季例大祭５,０００円４月１３日会費
県選出国会議員との行政懇談会１０,０００円５月１４日〃
知事・市町議会議長懇話会３,０００円７月１２日〃
町自衛隊父兄会総会５,０００円５月１７日御祝
近圏少年剣道錬成大会１０,０００円７月３０日〃
驪州郡訪問３７,１７０円５月１０日土産代
原水爆禁止大会５,０００円７月３０日支援金
町慰霊祭１０,０００円９月２７日献花

８５,１７０円８件合　　計

　
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
お

よ
び
佐
賀
県
町
村
会
の
合
同
研

修
会
が
佐
賀
市
内
で
開
催
さ
れ
、

議
員
・
執
行
部
と
も
に
参
加
し

た
。
ま
ず
始
め
に
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
・
塩
田
潮
氏
、
つ

ぎ
に
サ
ガ
ン
鳥
栖
監
督
・
松
本

育
夫
氏
に
よ
る
講
演
を
い
た
だ

い
た
。

　
塩
田
氏
か
ら
は
「
参
院
選
大

敗
後
の
民
主
党
政
権
」
と
題
し
、

民
主
党
代
表
選
を
中
心
と
し
た

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
松
本
氏

の
講
演
は
自
ら
の
現
役
選
手
時

代
や
指
導
者
と
し
て
培
わ
れ
た

「
人
材
育
成
論
」
に
つ
い
て
の

実
績
の
伴
う
説
得
力
あ
る
内
容

で
あ
っ
た
。
今
回
得
た
も
の
を

今
後
の
議
会
運
営
に
活
か
し
て

い
き
た
い
。

　
全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

が
東
京
都
の
砂
防
会
館
に
て
実

施
さ
れ
、
当
町
議
会
か
ら
も
広

報
編
集
委
員
が
参
加
し
た
。

「
わ
か
り
や
す
い
文
章
表
現
・

標
記
」「
読
ま
れ
る
広
報
誌
の
つ

く
り
方
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講

習
が
あ
り
、
ま
た
「
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
は
編
集
会
社
の
エ

デ
ィ
タ
ー
に
よ
る
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
。 議

会
広
報
研
修
会

8
月
25
･
26
日

三
養
基
郡
内
全
議
員
研
修
会

三
養
基
郡
内
全
議
員
研
修
会

7
月
30
日

会会会会会会会会会
修修修修修修
研
修
研
修
研
修
研研研研研研
員員員員員員
議
員
議
員
議
員
議議議議議議
全全全全全全
内
全
内
全
内
全
内内内内内内
県県県県県県県県県県
内
全
議
員
研
修
会

8
月
31
日

議
会
活
動
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議
会
活
動

町議会100条調査特別委員会

行政の不始末は
誰が調査するする

　
今
日
に
お
け
る
地
方
団
体
の
長
お
よ
び
、
他

の
執
行
機
関
の
権
力
の
大
き
さ
は
驚
く
べ
き
で
、

住
民
の
監
督
が
十
分
届
か
な
い
の
が
実
情
で
す
。

選
ば
れ
た
代
表
者
で
あ
る
議
員
、
つ
ま
り
議
会

が
十
分
に
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
い
れ
ば
、
ま

た
、
監
査
委
員
の
十
分
な
監
査
が
な
さ
れ
て
い

れ
ば
い
い
が
、
そ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
。
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
人
の
噂
な
ど
が
伝
わ
り
世
論
が
高

ま
っ
た
と
き
の
処
置
と
し
て
、
議
会
が
監
督
的

行
動
に
出
て
、
そ
の
事
実
お
よ
び
、
真
相
を
究

明
す
る
権
限
が
地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
議
会
の
監
視
機
能
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
方
自
治
法
第
百
条
に
法
的
根
拠
が
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
俗
に
地
方
議
会
の

百
条
調
査
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
権

の
意
義
は
、
地
方
議
会
が
も
っ
て
い
る
財
政
お

よ
び
、
立
法
に
関
す
る
権
限
を
行
使
す
る
に

当
っ
て
、
有
効
か
つ
適
切
な
判
断
を
下
す
た
め

に
議
会
自
ら
直
接
外
部
と
接
触
し
て
調
査
す
る

も
の
で
す
。
立
法
と
し
て
証
人
の
喚
問
や
記
録

の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

正
当
な
理
由
な
く
し
て
拒
ん
だ
場
合
、
罰
則
の

規
定
が
は
た
ら
き
強
制
力
が
伴
う
の
で
こ
れ
を

「
伝
家
の
宝
刀
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

百
条
委
員
会
と
は

ど
の
よ
う
な
委
員
会

ど
の
よ
う
な
委
員
会

平
成
22
年
３
月
８
日

百
条
委
員
会
設
置

平
成
22
年
３
月
８
日

関
係
書
類
請
求

平
成
22
年
３
月
19
日

第
１
回 

証
人
喚
問

平
成
22
年
５
月
31
日

第
５
回 

証
人
喚
問

平
成
22
年
７
月
14
・
15
日

第
６
回 
公
開

　
　
　
　

証
人
喚
問

平
成
22
年
10
月
12
日

第
７
回 

公
開

　
　
　
　

証
人
喚
問

第１回から第５回
の証人喚問は「秘
密会」にて実施

証
人
喚
問
と
鑑
定
そ
の
後

　
百
条
調
査
委
員
会
と
し
て
平
成
　
年
3
月
　
日
か
ら
平
成
　
年
　
月
　
日
ま

22

19

22

10

１２

で
7
回
に
わ
た
り
証
人
喚
問
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現
存
し
て
い
る
、
一
行

半
程
度
の
作
文
が
３
分
の
２
ま
で
う
め
ら
れ
て
い
る
職
員
の
作
文
原
稿
は
本
人

の
直
筆
で
あ
る
と
の
鑑
定
結
果
が
出
ま
し
た
。
証
人
喚
問
で
は
証
言
が
相
違
し

て
い
る
た
め
、
精
査
を
し
て
偽
証
罪
で
告
発
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
を
も
っ
て

決
定
し
ま
し
た
。

※
そ
の
後
の
調
査
で
、
当
時
の
町
職
員
採
用
一
次
試
験
合
格
者
の
人
数
分
の
作

文
用
紙
が
町
村
会
か
ら
町
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
発
覚

政
治
団
体
よ
り
意
見
交
換
会
の
申
し
入
れ

「
上
峰
町
を
よ
く
す
る
会
」（
碇
勝
征
会
長
）
が
町
議
会
百
条
委
員
会
に
意
見
交

換
会
を
申
し
い
れ
ら
れ
た
。
議
会
は
平
成
　
年
　
月
　
日
に
全
員
協
議
会
を
開

22

10

18

き
、「
百
条
委
員
会
は
継
続
中
で
あ
り
、
報
告
す
る
に
し
て
も
町
長
や
区
長
会
が

先
」
と
し
て
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し
な
い
こ
と
に
決
め
た
。

証
人
喚
問
で
宣
誓
を
行
っ
た
証
人
が
虚
偽
の
陳

述
を
し
た
と
き

3
ヵ
月
以
上
5
年
以
下
の
禁
錮

証
人
喚
問
の
証
言
を
正
当
な
理
由
な
く
拒
ん
だ

と
き

6
ヵ
月
以
下
の
禁
錮
、
ま
た
は
　
万
円
以
下
の
罰
金

10
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議
会
活
動

　
蔵
王
町
議
会
基
本
条
例
と
は

第
１
章
、
目
的
の
第
１
条
に
、

議
会
運
営
の
基
本
事
項
と
は
、

町
民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
、
町

政
の
情
報
を
広
く
公
開
し
、
地

方
自
治
法
の
本
旨
で
あ
る
住
民

と
共
に
進
む
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
住
民
が
主
役
、
地
域
が
主

体
の
豊
か
な
町
づ
く
り
の
実
現

を
図
り
、
長
期
総
合
計
画
で
う

た
っ
て
い
る
誰
も
が
住
ん
で
み

た
い
憧
れ
の
ま
ち
を
目
指
す
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
第
２
章
に
議
会
・
議
員
の
活

動
原
則
。
第
３
章
に
町
民
と
議

会
の
関
係
（
町
民
参
加
お
よ
び

町
民
と
の
連
携
）
な
ど
。
第
４

章
は
町
長
と
議
会
の
関
係
。
第

５
章
で
は
自
由
討
議
の
拡
大

（
自
由
討
議
に
よ
る
合
意
形

成
）。
第
６
章
は
議
会・議
会
事

務
局
の
体
勢
整
備
。
第
７
章
、

議
員
の
身
分
・
待
遇
・
政
治
倫

理
。
第
８
章
は
最
高
規
範
性
お

よ
び
改
正
手
続
き
な
ど
、
特
徴

と
し
て
は
「
通
年
議
会
」
や
町

長
へ
の
「
反
問
権
」
を
与
え
る

こ
と
や
、
町
民
へ
の
議
会
報
告

会
を
年
５
回
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

 

　
目
的
に
つ
い
て
は
蔵

王
町
と
類
似
し
て
い
ま

し
た
が
、
松
島
町
で
は

政
務
調
査
費
が
第
　
条
１０

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
政
務
調
査
費
の
交

付
、
公
開
、
報
告
は
１

年
に
１
回
以
上
、
議
長

に
対
し
て
証
票
類
を
添

付
し
た
報
告
書
を
提
出

し
、
調
査
費
に
よ
る
活

動
状
況
を
町
民
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
研
修

　
　

議
会
基
本
条
例
制
定
へ

常
任
委
員
会
研
修

　
　

議
会
基
本
条
例
制
定
へ

平
成
　
年
９
月
　
日
〜
　
日
ま
で
宮
城
県
蔵
王

２２

２８

３０

町
・
松
島
町
を
訪
問
し
て
議
会
の
基
本
条
例
に
つ

い
て
熱
心
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

  蔵
王
町
の
基
本
条
例
と
は
  

  松
島
町
の
基
本
条
例
と
は
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あ
 と
 が
 き

　
議
会
だ
よ
り

　
　
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
漆
原
悦
子

副
委
員
長
　
松
田
俊
和

委
　
　
員
　
井
上
正
宣

委
　
　
員
　
原
槙
和
彦

　
　
月
に
入
り
、
や
っ
と

１０
朝
夕
は
季
節
の
到
来
を
感

じ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
稲
穂
も
黄
金
色
に
輝
き

農
家
で
は
稲
刈
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
今
年
の
作
況
は
「
や
や

不
良
」
と
の
こ
と
で
す
が
、

議
会
運
営
は
行
政
同
様
に

改
革
に
取
り
組
み
協
働
の

精
神
を
発
揮
し
、
絶
対
に

「
良
好
」
と
な
る
よ
う
、

今
後
頑
張
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　「
議
会
だ
よ
り
」は
皆
様

に
、
わ
か
り
易
く
読
み
易

い
広
報
誌
と
し
て
編
集
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も

内
容
の
充
実
を
図
り
信
頼

さ
れ
愛
さ
れ
る
を
目
標
に

編
集
委
員
一
同
努
力
い
た

し
ま
す
。

　
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

元
気気

シ
リ
ー
ズ
3

上
峰
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

上
峰
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

次
回
は

フ
レ
ッ
シ
ュ
上
峰

フ
レ
ッ
シ
ュ
上
峰

フ
レ
ッ
シ
ュ
上
峰

　
上
峰
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
１
年
～
６
年
生
で
構
成
さ

れ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
子
ど
も
達

は
監
督
、
コ
ー
チ
の
も
と
『
元

気
・
努
力
・
感
謝
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
声
を
掛
け
合
い
、

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
三
神
支

部
大
会
な
ど
の
公
式
戦
や
、
周

辺
地
域
の
親
善
大
会
な
ど
に
出

場
し
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
の
学

童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、

県
大
会
３
位
と
な
り
、
今
年
は
、

吉
野
ヶ
里
大
会
で
３
位
、
５
年

生
以
下
の
三
神
支
部
理
事
長
杯

で
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
も
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
県

大
会
出
場
決
定
と
活
躍
中
で
す
。

放
課
後
、
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
し
て
い
ま
す
が
、
日
没

後
も
ナ
イ
タ
ー
を
使
用
、
ま
た
、

雨
の
日
は
す
ぱ
ー
く
上
峰
で
行

う
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
練
習

が
で
き
ま
す
。
冬
は
基
礎
体
力

を
つ
け
る
た
め
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
行

い
、
駅
伝
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

も
出
場
し
て
い
ま
す
。

随
時
部
員
募
集
中
！

連
絡
先
　
平
田
　
孝
志

（
☎
　−

８
１
４
０
）

５３

　
　
　
　
山
崎
　
寛
之

（
☎
　−

７
２
１
６
）

５２

監
　
　
　
督
　
平
田
　
孝
志

コ
　
ー
　
チ
　
中
村
　
啓
一

　
　
〃
　
　
　
江
頭
　
勇
人

議会活動としての議会活動としての議会活動としての 行　事行　事行　事
１０９８７６５４２１
吉
富
　
　
隆

岡
　
　
光
廣

伊
東
　
盛
雄

井
上
　
正
宣

矢
動
丸
 
文

中
山
　
五
雄

漆
原
　
悦
子

原
槙
　
和
彦

松
田
　
俊
和

○○○○○○○○○７月３０日三養基郡内全議員研修会
○○×○××○○○８月１日上峰町近圏少年剣道練成大会
○○×△×○△○△８月２５日上峰町戦没者慰霊の集い
○○×○××○○○８月２８日野菊の里ふれあい夏まつり
○○×○×○○○○８月２９日おたっしゃ館夏まつり
○○×○×○○○○８月３１日県内町村議会議員研修会
○○×○×○○○○９月５日上峰中学校体育大会
○○○○×○○○○９月１２日町敬老会
○○○○×○○○○9月28日～30日常任委員会視察研修

○は出席　　×は欠席　　△は別公務


